


耐久性が高い。
耐熱性が高い。
耐土壌に強い。
耐腐食に強い。

一次防錆塗装 SGP-FPA JIS G 3452 
配管用炭素鋼鋼管の黒管

外面処理 記号 原管 適用例（参考）

屋内配管

内外面ライニング SGP-FPD JIS G 3452 
配管用炭素鋼鋼管の黒管 埋設配管

亜鉛めっき SGP-FPB JIS G 3452 
配管用炭素鋼鋼管の白管

屋内並屋外
露出配管

8.使用温度範囲　ー30℃ ～ ＋60℃

7.防食性・耐候性に勝れています。

8.使用温度範囲　ー30℃ ～ ＋60℃

［ポリエチレン粉体ライニング鋼管］



耐久性が高い。
耐熱性が高い。
耐土壌に強い。
耐腐食に強い。

一次防錆塗装 SGP-FPA JIS G 3452 
配管用炭素鋼鋼管の黒管

外面処理 記号 原管 適用例（参考）

屋内配管

内外面ライニング SGP-FPD JIS G 3452 
配管用炭素鋼鋼管の黒管 埋設配管

亜鉛めっき SGP-FPB JIS G 3452 
配管用炭素鋼鋼管の白管

屋内並屋外
露出配管

8.使用温度範囲　ー30℃ ～ ＋60℃

7.防食性・耐候性に勝れています。

8.使用温度範囲　ー30℃ ～ ＋60℃

［ポリエチレン粉体ライニング鋼管］
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直管仕様
配管用炭素鋼鋼管（JIS G-3452）にJIS10K（JIS 5K）フランジを
溶接し内面をポリエチレンライニングしたものです。
※定尺の許容差は±5とします。
※DLの許容差は－5とします。＋はボルト穴径までとします。
※20Aの直管は母管を25Aのパイプ、フランジを20Aで製作します。
※FPBの65A～600Aの最長は2500Lとします。
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ℓ1が規格品寸法の場合
ℓ2寸法は
20A～40Aまで500mm以下
50A～65Aまで1,000mm以下
80A～350Aまで2,000mm以下
※ℓ2がこれ以上になる場合はご相談ください。

Hが規格品寸法の場合
ℓ1＋ℓ2寸法は
50A～65Aまで 500mm以下
80A～500Aまで 2,000mm以下

Hが規格品寸法の場合
ℓ寸法は
25A～40Aまで500mm以下
50A～65Aまで1,500mm以下
80A～500Aまで2,000mm以下

JES-PE・LP フランジ付内面ライニング

［使用温度範囲 －30°c～＋60°c］

［使用温度範囲 －30°c～＋60°c］

分岐管がこの表より小さい場合でも
切出し溶接で製作いたしますのでご相談ください。

特殊寸法継手の加工の限界
配管の取り合わせや収まりの関係上、または工事現場内の省力化のために

特殊な寸法の継手が必要になるケースがあります。

JES-PE・LPでは、カタログに記載されているもの以外の特殊寸法の継手を製作しますが、

製作技術の関係から、加工範囲に限界があります。

ここにその範囲を示しますので製作図作成のご参考にしてください。

※特殊品は規格品とは別価格になります。
※エルボの両端を伸ばすことも可能ですのでご相談ください。

特殊90°ロングエルボ・特殊45°ロングエルボ
（片側規格）
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【フレアージョイント型ルーズフランジ（10kg/cm2）】（65A以上）

【フレアージョイント型割フランジ（2枚型）（10kg/cm2）】（65A以上）

3.耐食性構造で流体の渦流を防ぎます。
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１．ー30℃～＋60℃の範囲内でご使用して下さい。

２．切断は絶対にしないで下さい。

３．高い真空状態が発生する場所での使用は剥離する場合がありますので使用しないで下

さい。

４．支持金具の直接溶接付けや、管外面に加熱等はしないで下さい。（火気厳禁）

５．強いショックを与える様な取り扱いや運搬はしないで下さい。

６．ポリライニングパイプに集中荷重がかかる様な事は避け、クッション材等を設けて下

さい。

７．重機等により運搬・移動するときは、２箇所でナイロンスリングやナイロンロープを

使用し、金属ワイヤー等は使用しないで下さい。樹脂部に金属のフック等を直接当て

て吊りあげたり移動させたりしないで下さい。

８．ポリライニング管の保管は屋内で御願いします。但し、やむを得ず屋外に保管する場
合は、直射日光や雨を防ぐため、覆いを行ない保管して下さい。

９．配管時の運搬や位置決め時に、管のポリライニング部に硬い物を当てて移動しないで

下さい。

10．フランジパッキン面は傷がつきやすいので、養生材は配管施工直前まで外さないで下

さい。

11．配管施工時、ポリライニング被膜・フランジパッキン面に傷・剥れ等の異常のないこ

とを確認し、取付けをして下さい。※異常のある時は弊社にご相談下さい。

12．配管をボルト接続する場合は、片締めとならないよう、均等な締め込みを御願いしま

す。偏荷重で締め付けますと、漏れの原因になります。また、フランジ・ポリライニ

ング被膜の機能を消失し、増し締めが効かなくなる危険があります。溶融亜鉛メッキ

のボルトナットは締め込みの不具合が生じ易いので特にご注意下さい。

13．内外面ポリエチレン粉体ライニング鋼管のポリライニング被膜の上は歩いたりしない

で下さい。

14．薬液配管にご使用される場合は、ご注文の際に流体名・濃度・温度等を必ず御確認御

願い致します。耐薬品性はカタログをご参照下さい。

15．お取り扱い上の不注意、流体の未確認等お客様の故意又は過失、第三者による行為や

その他の事故・自然災害が原因として生じた破損や漏水による損害、不利益等に関し

ては、弊社は一切の責任を負わないものとします。

16．弊社は、予告なしに注意事項の変更、追加をさせて頂くことがあります。

注　　意　　事　　項
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